
太枠で囲まれた各項目①～⑭について記入してくだ①

⑧
⑦

⑥

⑤

④

③

②

⑪

⑬

⑫

⑩

⑨

法人の場

合は、本店

の所在地を

ご記入くだ

さい。

該当する方を

○で囲んでく

ださい。

⑭

該当する方を○

で囲んでくださ

い。「有」の場合

は、貸主（リー

ス会社等）の名

称等を記入して

ください。

該当資産なし、増減なし、

移転等により資産がなく

なった等資産の増減につ

いて必要な事項がありま

したらご記入ください。

また、修正申告の際はこ

ちらに修正申告と記入し

てください。

令和
令和
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① ⑤④③②

※
記
入
不
要

⑥

※書いても書かなくてもどちらでも

大丈夫です。計算方法は申告の

手引きに記載しております。

「資産」の種類

以下の数字で記入してくださ

い。

１＝構築物（建物設備含む）

２＝機械及び装置

３＝船舶

４＝航空機

５＝車両及び運搬具

６＝工具、器具及び部品

「摘要」

課税標準の特例が適用され

る資産・短縮耐用年数を適用

している資産・増加償却を

行っている資産についてその

旨表示してください。

資産の価格の決定について

必要な事項がある場合や、

資産が増加した事由につい

て特記すべき事項がある場

合は、その旨表示してくださ

い。

申告漏れについては過年度

分の修正申告とみなし、更正

を行います。

「増加事由」

該当する増加事由の番号を

○で囲んでください。

１＝新品取得

２＝中古品取得

３＝移動による受入

４＝その他

３の場合、摘要欄に移動前

の所在場所を記入してくださ

い。

４の場合、摘要欄に理由を記

入してください。

「耐用年数」

法人税及び所得

税における法定

耐用年数を記入「取得価格」

・事業用償却資産を取得するために、その取得時に

おいて通常支出すべき金額をいいます。すなわち当

該償却資産の引取運賃、荷役費、運送保険料、購入

手数料関税、据付費等、資産をその用途に供するた

めに直接要した費用の額を含めた合計額を記入して

ください。

・いわゆる圧縮記帳を行っている場合はそれら圧縮

額を取得価格に含めてください。

・改良費の支出があった場合には、本体と別にし、ひ

とつの資産として記入してください。（耐用年数は本体

と同じ）

・税込経理方式の場合は消費税を含めた額が取得価

格となります。

「取得年月日」

３＝昭和

４＝平成

５＝令和

（例）

令和１年９月の場合

は「５ １ ９」となりま

令和
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①

「資産」の種類
以下の数字で記入してくださ

い。

１＝構築物（建物設備含む）

２＝機械及び装置

３＝船舶

４＝航空機

５＝車両及び運搬具

②

「取得価格」

・資産の一部減少について

一部減少の場合は、減少区分２に

○印を付け、取得価格は全部のう

ち、減少した部分の額だけを記入

令和
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